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Wood pieceswere bentinthedirection perpendiculartograinduringmicrowave
irradiationand changesoccurredinthe anatomicalstructureofthebentpiecesWere
examined through SEM observation･Furthermore,Changesincurvature ofthe bent
pleCebymoistureandheattreatmentswereinvestlgated･Cellsontheconvexandcon-
CavesidesorthebentpleCeWereextremelyextendedandcontractedtothedirections










































辛 (ChamaecJParisobtusaFJndl.),イチョウ (GinkgobilobaL.), クロマソ (Pi,msthunbergiiPal､1.)の
針葉樹材4種,キリ (Paulownialo'TlentOSaSteud.), ヤチダモ (FraxinusmandshuricaRupr.), シオジ
(Fraxinusspaethiana Lingelsh), ミズナラ (旦uercuscrispulaBluT,e), -リエソジュ (Robiniapseudo-
acaciaL.),ケヤキ (ZelkouaL9errataMakino.)の広葉樹環孔材 6種,ポプラ (PoPtJusSieboldiMiq.),ホ
オノキ (Mag'wliaobouataThumb.), オニブル ミ (JuglansmandShuricaMaxim･), クスノキ (Ci,lnamO-
mumcamf･horaSieb.),ブナ (FaguscrenataBlumc),カバ (Betulasp･)与イスノキ (DiStyliumracemoSum
siebetZucc.)の広葉樹散孔材 7種の計17樹種を,熱気乾燥過程のクリープ測定には,これらに加えて針
葉樹材としてスラッシュパイン (PinusFliotiEngelm･), 広葉樹散孔材として トチノキ (AescultJSlurbi-
nalaBlume),広葉樹放射孔材としてアラカシ (quercu∫glaucaThunb･)の計20樹種を用いた｡試片寸法
は,長さ 15cm (半径方向),幅 1.0cm (繊維方向),厚さ0･5cm (接線方向)であった｡マイクロ波照射






また,比較のため温度 50℃ で試料をポリ-チレソで包み,飽水状態を保った状態での クリープ測定を行っ
た｡
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リープ測定に用いた試片の中から, ヒノキの針葉樹材, ホオノキ, カノミの広葉樹散孔材, ミズナラ,ケヤ
辛,ヤチダ:E･,シオジの広葉樹環孔材計7樹種を,供試材として用いた｡クリープ測定したのち室内に数ヶ
月放置後全乾状態とし,飽湿-気乾-全乾-飽水-気乾-全乾-飽水で熱処理 (30℃ から 100℃-上昇す
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の増大を表 わし, こ の値窓 によ-て ク リー プ 性 能 を 評価 する｡図2およ び3に砦 と飽水時 の弾 性率の
広鮒 放射孔材を示す｡図2の熱気乾燥の場合,窓 は志 とともに直線的に増大し,広葉樹散孔材 ･環孔
材および放射孔材との間には差異がほとんど認められないが,針葉樹材と広葉樹材の間には,明碓な差異が
認められる｡すなわち,同じ‡の値で 比 較 すると,広 葉樹材 の砦 は針葉樹材のそれに 比べて大きく, まAErn 1 1
の関係は樹種にほとんど依存しない｡前報1)では, 20℃ 気乾状態から20℃飽水状態-変化することに伴







に比べて針葉樹材で大きいと考えられる｡ この原因については, 水分 ･熱回復に関連 づけて後述する｡ な
一一102←

















木材研究 ･資料 第17号 (1983)
示す｡最初気乾状態にあったものを全乾状態にすると,たわみはわずかに増大するが,その量は極めてわず
かである｡ついで飽湿状態にすると,たわみは著しく減少し, ヒノキ材では約3.9cm から約2.0cm に,











セルロースおよびリグニンのガラス転移域に相当する5,6)｡ 100℃ 飽水状態 でのたわみ量をみると,大半の
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飯田･則元 ･今村 :曲げ処理材の水分 ･熱回復
のと考えることができる｡なかでも木材主成分は,一般に,針葉樹材は広葉樹材に比べリグニンが約10%多
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3.3 SEM による観察






は細胞壁の しゅう曲などは認められないが接線壁には 写真4-aから明らかなように, 引張側であるにも
かかわらず,圧縮応力を受けて生 じたと思われる凹凸が観察される｡--･方,圧縮側が 巨径壁では壁孔口の形

















写真 3. ヒノキ帖 ず加工材横断面の細胞形状
3一a:矧 軸部引張倒, 3-b:中央部分, 3-C'･矧げ1部圧縮側
矢印 二引張ないし圧縮応力の作用した方向を示す｡
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